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１、ロータリークラブは、１９０５年２月２３日、米

国･シカゴのうす暗い事務所で、ポール・ハリスら

４人が集い、｢胸襟を開いて語り合える人生の友を

つくろう｣と話し合ったことからスタートしていま

す。それから１２年後の１９１７年、米国・ジョー

ジア州アトランタで開かれた国際大会で、アーチＣ・

クランフＲＩ会長(当時)が､｢全世界的な規模で慈善・

教育・その他社会奉仕の分野でよりよきことをする

ための基金をつくろう」と提案しましたが、当初は

賛同者も少なく、寄付金はほとんど集まりませんで

した。クランフ会長が任期を終え、慰労会が開かれ

ましたが、会計清算をしたところ米貨２６.５０＄

が残りました。友人らは、クランフ会長の奮斗に敬

意を表し、｢残金をＲＩに寄付し､“ロータリー基金”

をつくろう｣と提案し、運動は細々とスタートしま

した。ところが、その後賛同者も多くなり､“ロー

タリー基金”は“ロータリー財団”と名称を変更し

て、１９８３年には米国･イリノイ州法により｢非営

利法人国際ロータリーのロータリー財団｣として法

人格を取得するまでになりました。わずか米貨２６.

５０＄でスタートした“ロータリー財団”ですが、

９５年後の２０１１年には純資産７億９５００万＄

と爆発的な発展をとげました。ロータリーの大躍進

は、“ロータリー財団”の成長と共にあったといっ

て過言ではありません。“ロータリー財団”の父アー

チＣ・クランフは、ロータリーの創始者ポール・ハ

リスと同じ位大きな存在であったことが判ります。

２、ロータリー財団は、９０年を超える歴史を刻み成

長してきましたが、最近になって問題点が多く出て

きました。そこで、ロータリー創立１００周年を迎

え､“未来の夢計画(Future Vison Plan)”として、

“ロータリー財団”の大改革が始まっています。３

年間の試験期間を経て、２０１３年７月からは、全

ての地区で新制度が適用になります。未来の夢計画

は、“新地区補助金”と“グローバル補助金(パッ

ケージ・グラントを含む)”の二本柱から成り立っ

ています。

３、“新地区補助金”は、肥大化する財団(本部)の事

務手続を簡素化することを目的に、次の様なことを

内容としています。

（１）新地区補助金は、ＤＤＦの２分の１を限度とす
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る。

（２）地区(又はクラブ)は、その年度中に実施したい

と考える財団活動を一つに取りまとめ、財団に

対し、使用計画と共に申請する。申請は、年１

回限りである。

（３）財団は、申請に対し、承認するか否かを判定し、

承認した場合には、補助金を一括地区に交付す

る。

（４）地区は、事前に“参加資格”の承認を受けた

“地区財団委員会”をつくり、交付された補助

金を管理し、その中から活動費を支払う。

（５）地区は、財団に対し、１年間の活動状況を、決

算書にまとめて提出する。

４、“グローバル補助金”は、大きな成果が期待出来

る大規模で、国際的な活動を支援するもので、次の

様な内容からなる。

（１）活動は、６つの重点分野（ａ.平和と紛争予防

／紛争解決，ｂ.疾病予防と治療，ｃ.水と衛生，

ｄ.母子の健康，ｅ.基本的教育と識字率向上，

ｆ.経済と地域社会の発展)のいずれかに関連す

ること。

（２）２ヶ国以上の地区(又はクラブ)が、共同提唱し

て実施する国際的で、大規模な活動であること。

一方を援助提供地区、他方を援助実施地区とい

う。

（３）援助提供地区と援助実施地区は、ＤＤＦ又は現

金を拠出し、財団(ＷＦ)からの上乗せ金を受領

して補助金を調達する。その割合は、ＤＤＦ：

ＷＦ＝１：１、現金：ＷＦ＝２：１である。

（４）ＷＦからの上乗せ額は、１プログラム当り１５,

０００＄～２００,０００＄である。

（５）地区は大規模で国際的なプログラムを計画し、

財団本部に対し、各プログラム毎に“提案”と

“申請”を行う。但し、１年間に申請出来るの

は、１０件以内とする。

（６）“パッケージ・グラント”は、グローバル補助

金の一種である。ロータリーとロータリー外の

協力組織(戦略的パートナー)との間で、実施さ

れる巨大プロジェクトを支援する補助金である。

ＷＦから２００,０００＄以上の補助金を支給

する。現在“戦歴的パートナー”として、アガ

･カーン大学、マーシーシップス、オイコクレ

ジット、ユネスコ水教育研究所がある。
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